
専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス
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履修上の注意

評価方法

振り返りレポートシートの提出

伝える力を学ぶ③グループコミュニケーション
教科書にて復習

伝える力を学ぶ④グループコミュニケーション
振り返りレポートシートの提出

与えられた1度の人生に感謝し、志高く生きる①
教科書にて復習

評価割合

レポート ◎ ○ ○ ◎ 100%

GCBⅡを受講して、私が感じたこと・気づいたこと・学んだこと
振り返りレポートシートの提出

成績処理方法 :
1.課題レポート100（％）

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバルシティズンと志～志とは何か～
振り返りレポートシートの提出

グローバルシティズンと志～どうすれば志を立てることができるの
か～

教科書にて復習

自己を知る～私の過去・現在・未来②～
振り返りレポートシートの提出

伝える力を学ぶ①
教科書にて復習

伝える力を学ぶ②
教科書にて復習

なぜ志を立てることが大切なのか～世界の中の日本・日本の中
の私①～

教科書にて復習

なぜ志を立てることが大切なのか～世界の中の日本・日本の中
の私②～

振り返りレポートシートの提出

自己を知る～私の過去・現在・未来①～
教科書にて復習

与えられた1度の人生に感謝し、志高く生きる②
振り返りレポートシートの提出

自己の大切さと責任を自覚する①
教科書にて復習

自己の大切さと責任を自覚する②

学習目標
（到達目標）

目標

グローバル・シティズンとは何かを理解し、自分が恵まれた環境にあることに感謝することができる。

仲間を大切に、共同（協働）の気持ちを持つことの重要性を考え、気づくことが出来る。

医療従事者として、正しいことば遣いを理解することができる。

医療従事者として、立ち振舞の基本と応用を実践することができる。

チーム医療の中でより良いコミュニケーションを取るためのマナーを理解できる。

テキスト・教材
参考図書

１．GCBⅡテキスト

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要
医療従事者として基礎となる、感謝心と思いやりの心を学ぶ。
医療従事者としての正しい言葉使い、社会人としてのマーナーを学び社会人基礎力向上を目標とする。
また医療人としてチーム医療を取るためのコミュニケーション能力を獲得することを目的とする。

授業形式 講義： ○ 演習： 実習： 実技： ○ ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 ２０２０年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

理学療法士として病院に勤務

科目名 社会人基礎力講座Ⅱ（GCBⅡ）

科目名（英） Groval　citizen basic Ⅱ

単位数 2 時間数 30時間 担当者 熊丸 真理



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能
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技能

態度

意欲
その他

〇 〇
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〇 〇
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知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

◎ 70%

〇

実施年度

対象学科・学年 理学療法学科　1年

授業概要

身体の基本的構造として、神経系、呼吸循環に対する解剖学的構造と理解を図る。また、組織学の演習より
組織に対する構造と理解を図る。講義形式として概要となる講義実施した後、自ら課題を進め解剖学的構造
と名称を理解し、学生間で演習を進める。各項目においてまとめテストを実施し国家試験レベルで理解度を
図る。
また、身体の構造位置関係の総合理解として、検体解剖を見学を実施する。

授業形式
定期試
験（筆

〇 演習： 〇 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

医師として病院勤務

科目名 解剖学演習 

科目名（英）

単位数 1 時間数 30時間 担当者 小川　皓一

授業計画

学習目標
（到達目標）

テキスト・教材
参考図書

PT・OT・ST のための解剖学　　渡辺正仁（監修）　　廣川書店 あたらしい人体解剖学アトラス　　佐藤達夫（訳）　メディカ
ル・サイエンス・インターナショナル社　　　　　参考文献： ネッター解剖学アトラス（第6版）　相磯貞和（訳）　南江堂 日本人
体解剖学　上・下巻（第19版）　金子丑之助（原著）　南山堂 入門組織学　牛木辰男著　南江堂

授業外学修指示

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

国歌試験問題にて構造と繋がりについて理解を得
る。
臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

授業項目・内容

身体の構造の理解　神経系　概要（中枢、抹消　神経の概要）

身体の構造の理解　神経系　中枢神経➀　脳

身体の構造の理解　神経系　中枢神経②　脊髄

目標

組織の名称と構造を演習より理解し、国家試験問題で解答できる。

神経の解剖的構造を理解し、国家試験問題で解答できる。

呼吸循環の解剖的構造を理解し、国家試験問題で解答できる。

主要な臓器の名称と位置関係を理解し、国家試験問題で解答できる。

身体臓器の位置関係を名称を演習より理解する。

組織学演習のまとめ　　　　　　　　　　　国家試験でのまとめテス
ト

履修上の注意

評価方法

言語情報

◎

〇

(1定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

定期試験（筆記）

各項目のテスト

身体解剖において、構造のイメージと名称の理解を自己学習において進めておくこと。

臓器の位置関係　名称を自己学習にて進める。

国歌試験問題にて構造と繋がりについて理解を得
る。
演習にて自己学習を進める

演習にて自己学習を進める

確認テスト　国家試験問題にて確認

検体　解剖より理解を得る

30%

肉眼解剖学演習

身体の構造の理解　神経系　抹消神経

身体の構造の理解　神経系のまとめ  国家試験でのまとめテス
ト

身体の構造の理解　心臓

身体の構造の理解　循環➀　動脈系

身体の構造の理解　循環②　静脈　リンパ系

身体の構造の理解　肺

身体の構造の理解　呼吸循環のまとめ　　国家試験でのまとめ
テスト

組織学演習➀

組織学演習②

まとめ



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

◎ ◎ ◎ ◎

回数
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呼吸量

知覚と行動（脳の仕組み）

実習　随意運動の反応時間

レポート作成

体性感覚

実習　体性感覚（2点識別・重量感覚）

実習　体性感覚（触圧覚・温度感覚）

レポート作成

脳波　レポート作成

心電図

〇

呼吸量　レポート作成

学んだ内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容をレポートにまとめる

実習した内容を復習し、理解を深めレポートすること

学んだ内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容を復習し、内容をレポートにまとめる

学んだ内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容を復習し、内容をレポートにまとめる

50%

履修上の注意

評価方法

言語情報

◎

◎ 〇

(1)レポートを数回実施する。　(２)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

定期試験（筆記）

実習レポート

授業計画

学習目標
（到達目標）

テキスト・教材
参考図書

教科書：PTOT　標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　生理学　第5版　執筆：　岡田隆夫　長岡正範

授業外学修指示

学んだ内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容をレポートにまとめる

学んだ内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容をレポートにまとめる

学んだ内容を復習し、実習につなげていくこと

実習した内容を復習し、実習につなげていくこと

授業項目・内容

電気生理の基礎

実習　運動神経伝導速度の測定（誘発筋電図）

レポート作成

目標

実習を通して、様々な機能を体得し説明できる

心電図　レポート作成

科目名 生理学演習 

科目名（英） Physiology ; Practice

単位数 1 時間数 30時間 担当者 大津　隆一

実施年度

対象学科・学年 理学療法学科　昼間部1年

授業概要

本講義は実習をまじえながら、生理学の講義で学んだ生理学の知識をより深いものに することを目標にす
る。講義を受け教科書で勉強した知識は、実習の実験によって実 際に体験することによって、本当の知識と
して身につけることができる。さらに、実 習によって生理機能を計測し、実験データを処理し解析して、レポー
トを作成する方 法を学ぶ。

授業形式 講義： △ 演習： 〇 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

◎ 50%

◎



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス
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2 時間数 60時間 担当者 齊藤貴文・仲吉功治

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

理学療法士として病院勤務

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 コメント

オリエンテーション　　脊柱の構造

◎

正常歩行の歩行周期・関節運動・筋活動
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

科目名 運動学Ⅱ

科目名（英） ＫＩＮＥＳＩＯＬＩＧＹ

単位数

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

1）中村隆一　他　著：基礎運動学 第6版 補訂
2）山崎敦　著：PTOTビジュアルテキスト　運動学 第1版
3）河合良訓　監：骨単（語源から覚える解剖学英単語集）
4）河合良訓　監：肉単（語源から覚える解剖学英単語集）

膝関節　足関節のまとめ　　　膝関節　足関節の確認テスト

対象学科・学年 理学療法学科　1年

授業概要
理学療法士の評価治療介入の基礎となる身体運動の知識（下肢　体幹）を修得し、下肢関節の運動学的特徴
と正常歩行の運動学的特徴を理解することを目標とする。また、講義内容に対する理解度を国家試験問題も
含め、確認を行う。

学習目標
（到達目標）

膝関節　構造と運動の理解
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

膝関節の安定要素と運動要素
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

膝関節の安定要素と運動要素
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

足部　各関節の構造の理解

国家試験問題
これまでの授業資料を復習しておくこと

70%

全体復習＋試験対策
これまでの授業資料を復習しておくこと

足部の運動名称と導く筋の理解
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

これまでの授業資料を復習しておくこと

歩行動作に関する運動力学の基礎

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

シラバス内容を事前に確認しておくこと

目標

下肢・体幹の各関節の構造・運動について説明できる。

正常歩行の運動学的特徴について説明できる。

該当する範囲の国家試験が理解できる。（70％以上）

脊柱の安定要素と運動要素　骨場と関係
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

骨盤　股関節の構造
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

股関節の安定要素と運動要素（筋の走行）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

脊柱　股関節のまとめ　　　脊柱　股関節の確認テスト
これまでの授業資料を復習しておくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意 身体の運動への興味を持つ事。基本的身体構造を自ら覚える取り組みが必要。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験（筆記） ◎

課題と各期間でのテスト ◎ ◎ 30%



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 予習型の授業で楽しく学びたいと思います。

評価方法

20%

小テスト ◎ ○ ◎ 20%

宿題・レポート ○ ○

担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

粗大運動の発達①　　　　　　胎児期・新生児期の発達
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

粗大運動の発達②　　　　　　３か月までの発達
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

粗大運動の発達③　　　　　　６か月までの発達
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

評価割合

定期試験（筆記） ◎ ◎ 60%

まとめ

(1)授業の中で小テストを5回実施する。　(2)レポートを数回実施する。　(3)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

授業オリエンテーション・発達の概念　人と動物の違い
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

発達概念　　発達とは？発達理論について
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

原始反射と姿勢反射①　　　　　　原始反射とは何か
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

原始反射と姿勢反射②　　　　　原始反射の種類
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

原始反射と姿勢反射③　　　　　姿勢反射とは
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

感覚・知覚・認知の発達　　　　　感覚って何だろう？その始まり
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

言語の発達　　　　　　　　　　　　　言語始まり　共同注視とは
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

心の発達　　　　　　　　　　　　　　　心の理論とは何か
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

粗大運動の発達④　　　　　　９か月までの発達
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

粗大運動の発達⑤　　　　　　１２か月までの発達
担当の範囲を予習してまとめる
課題ノートをまとめる

発達理論（エリクソン・ピアジェ・フロイト）

学習目標
（到達目標）

目標

人間発達とは何か。人と動物の違いについて説明できる。

感覚・知覚・認知の違いについて説明できる。

言葉の発達、心の理論について説明できる。

原始反射、姿勢反射とは何か、説明できる。

0か月～12か月の粗大運動の発達について大まかに説明できる。

テキスト・教材
参考図書

教科書：「イラストでわかる人間発達学」上杉雅之監修、医歯薬出版

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要 新生児～12か月の人間の認知や運動発達を通して、発達の不思議や人間の行動の成り立ちについて学ぶ。

授業形式 講義： ○ 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2020年度 実施時期 前期
実務家教員
担当科目

科目名 人間発達学

科目名（英） Human Developmental 

単位数 1 時間数 30時間 担当者



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

(1)授業の中で小テストを数回実施する。(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

20%小テスト ◎ ◎

まとめ
これまでの授業資料を確実に復習しておくこと。

再生医療、感染症
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

代謝障害
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

遺伝障害と胎児障害
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

◎ ◎ 80%

評価割合

定期試験（筆記）

教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

創傷治癒
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

循環障害概論（1）
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

遺伝障害と胎児障害
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

腫瘍概論（2）
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

学習目標
（到達目標）

目標

基礎医学である解剖学、生理学などにより体の仕組みと働きの基礎を習得した上に位置す
る病理学において、病気の原因や病態を知る。

様々な疾患を遺伝学的、構造学的、細胞学 的、免疫学的、腫瘍学的に理解できるようになる。

細胞の機能の理解 や、一般的に知られる病気の名前とその病態を理解し、説明できるようになる。

テキスト・教材
参考図書

系統看護学講座　専門基礎分野　病理学　疾病の成り立ちと回復の促進（1） 第5版　医学書院
参考文献： 標準理学療法・作業療法学　専門基礎分野　病理学　医学書院

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

生物学と病理学
教科書の予習をしておく。

病理学概論
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

病気の分類

循環障害概論（2）
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

炎症と免疫応答
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

アレルギー概論
教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

教科書の予習をしておく。
前回の教科書内容の復習をしておく。

細胞の損傷と適応

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要

1.基礎医学である解剖学、生理学などにより体の仕組みと働きの基礎を習得した上に位置す る病理学におい
て、病気の原因や病態を知る。2.様々な疾患を遺伝学的、構造学的、細胞学 的、免疫学的、腫瘍学的に理解
できるようになる。3.細胞の機能の理解 や、一般的に知られる病気の名前とその病態を理解し、説明できるよ
うになる。

授業形式 講義： ○ 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

医師として病院勤務

科目名 病理学 

科目名（英）

単位数 1 時間数 30時間 担当者 自見　至郎 



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

救急医療・疾病予防：　病気の予防

医学の歴史と体系4：　我が国における医学の発達のすがた

医学の倫理1：　医学概論で何を学ぶか、医学とは何か

医学の倫理2：　人間の生命を考える、病気と医学

医学の倫理3：　医学とリハビリの実践のために、死への対応

生体の恒常性と健康：　健康・病気・医学の体系

疾病構造の変化と医学の変貌：　新しい医療システム

病気と診断学1：　病気の原因

病気と診断学2：　病気による身体の変化

病気と診断学3：　病気の診断

まとめ

教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

20%

履修上の注意

評価方法

言語情報

◎

◎ ○

(1)授業の中で小テストを5回実施する。　(2)レポートを数回実施する。　(3)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

定期試験（筆記）

小テスト

授業計画

学習目標
（到達目標）

テキスト・教材
参考図書

教科書：医学概論／日野原重明／医学書院

授業外学修指示

教科書の予習をしておく。

教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

授業項目・内容

医学の歴史と体系1：　医学の起源、古代の医学

医学の歴史と体系2：　中世の医学、近世の医学

医学の歴史と体系3：　20世紀以降の医学

目標

医療人である前に社会人である自覚を持つことができる。

医学の歴史と体系を説明できる。

医療人として倫理観を持つことができる。

疾病の構造を説明できる。

診断の意義を説明できる。

病気と治療学：　病気の治療とリハビリテーション

科目名 一般臨床医学

科目名（英）

単位数 1 時間数 30時間 担当者 安藤　廣美

実施年度

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要
医学の成り立ちや基本姿勢、医学対象となる健康・病気の概念や基本的な診断・治療 について学ぶ。また
代表的な疾患についての理解を深める

授業形式 講義： ○ 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

医師として病院勤務

知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

◎ 80%

◎



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

精神保健医療、福祉、 メンタルヘルス

脳器質性精神障害、症状性精神障害

精神作用物質による障害、てんかん

統合失調症 （1）

統合失調症 （2）

気分（感情）障害

神経症性障害

パーソナリティ障害など

知的障害・発達障害

心身医学、ライフサイクルにおける精神医学

まとめ講義

授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．

履修上の注意

評価方法

言語情報

◎

(1)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。筆記試験（100％）

定期試験

授業計画

学習目標
（到達目標）

テキスト・教材
参考図書

教科書：上野武治著、標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　精神医学　第３版　医学書院

授業外学修指示

授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．
授業内容に該当する指定教科書の該当部分を復習
する．

授業項目・内容

精神障害の概念・分類

精神機能、精神症状(1)

精神機能、精神症状(2)

目標

精神機能や代表的な精神疾患の概要について説明できる。

代表的な精神疾患の症状・治療・予後について説明できる。

精神疾患の方々への医療福祉制度について説明できる。

治療とリハビリテーション

科目名 精神医学

科目名（英）

単位数 1 時間数 ３０時間 担当者 島田　洋

実施年度

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要
本科目では、精神機能の理解から精神疾患の特徴について具体的な症状を含め説明していく。また精神疾
患に対する治療法、経過からリハビリテーションにおける対応について学ぶ。また保健、福祉制度について理
解していく。

授業形式 講義： ○ 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

医師として病院勤務

知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

◎ 100%



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

◎ 100%

実施年度

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要
保健・医療だけではなく、社会保障・社会福祉の理念と制度を体系的に学ぶ。 さらに、保健・ 医療・福祉の法
制度の現状と課題についての認識を深めるとともに、生活問題・社会問 題把握の視点を習得する。

授業形式 講義： ○ 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

医師として病院勤務

科目名 保健医療福祉制度論 

科目名（英）

単位数 1 時間数 30時間 担当者 伊東　良輔 

授業計画

学習目標
（到達目標）

テキスト・教材
参考図書

よくわかる社会福祉　ミネルヴァ書房

授業外学修指示

配布資料を読みなおして、不明な用語について調べ
る。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。

授業項目・内容

社会保障・社会福祉の理念と体系　1

社会保障・社会福祉の理念と体系　2

社会保障・社会福祉の発展

目標

社会保障・社会福祉について理念を体系づけて説明ができる

それぞれの制度について、その対象と制度の代表的な内容について説明ができる

それぞれの制度の利用にあたっての窓口と例外について説明ができる

それぞれの制度の連携した利用について説明ができる

保健・医療制度の現状と課題2

履修上の注意

評価方法

言語情報

◎

(1)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

定期試験（筆記）

配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。
配布資料を読みなおして、不明な用語について調
べ、復習及び予習する。

保健・医療制度の現状と課題3

公的扶助　生活保護制度

こどもと家庭福祉の現状と課題　1

こどもと家庭福祉の現状と課題　2

障がい者福祉の現状と課題　1

障がい者福祉の現状と課題　2

高齢者福祉・介護保険　1

高齢者福祉・介護保険　2

衛生・保健サービス

保健・医療制度の現状と課題1

まとめ



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実施年度 2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

理学療法士として病院に勤務

科目名 地域包括ケアシステム学

科目名（英） Regional Comprehensive Care System Studies

単位数 2 時間数 60時間 担当者 松﨑　哲治・木村　孝

対象学科・学年 理学療法学科　1年

授業概要
介護保険を含んだ地域特性に応じた地域包括ケアシステムにおける制度の中で、医療・介護・福祉・予防及び自
立支援・就労支援等での分野の理学療法の評価と支援の実際について学習する。また、地域理学療法を実践す
るための因子分析の概要と実践を学ぶ。

授業形式 講義： 演習：○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

地域包括ケアシステムの中での地域理学療法の理念と役割を説明することができる．．．

因子分析のプロセスを説明できる。

神経内科疾患の日常生活上での身体的制約が説明できる。

模擬症例の地域理学療法プログラムを，因子分析を通して立案することができる。

テキスト・教材
参考図書

授業計画

授業項目・内容 コメント

オリエンテーション
地域包括ケアシステムの概要

試験範囲提示
教科書で予習しておく。

地域包括ケアシステムの実現に向けて まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

通所リハビリテーションにおける因子分析の実際 まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

前半内容の復習・中間テスト
前半の内容が理解できているか板書で復習する。
そのうえで中間テストを実施して内容理解度を確認する。

因子分析演習 まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

因子分析について

まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

他職種の専門職種としての視点と理学療法との関わり

他職種の専門職種としての視点と理学療法との関わり
まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

他職種事例検討会 まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

国家試験問題 授業内容を踏まえた国家試験問題を選出し、解説を行う。
定期試験にも類似問題を出題する。

国家試験問題 授業内容を踏まえた国家試験問題を選出し、解説を行う。
定期試験にも類似問題を出題する。

因子分析ト演習
まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

事例検討
まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

事例検討
まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

評価割合

定期試験（筆記） ◎ ○ 80%

全体復習＋試験対策

試験範囲の説明
試験対策につながるよう全体の復習

(1)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

10%

レポート ○ ◎ ◎ 10%

中間テスト ◎ ◎

まとめプリントを使用して復習しておくこと。
教科書で予習しておく。

履修上の注意

評価方法



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

〇 〇 〇

〇 〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験 病院にて理学療法業務での患者評価など実施年度

科目名 評価学Ⅱ

科目名（英）

単位数 1単位 時間数 30時間 担当者 山口　寿　・　松木　直人

2020年度 実施時期 後期

対象学科・学年 理学療法学科　昼間部1年

授業概要
1．理学療法評価の項目と内容（意味）と必要性について述べ、各検査・測定項目について実施することができ
る。
2．測定結果よりその障害像について考察することができる。

授業形式 講義： △ 演習： 実習： 実技： ○ ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

筋力測定の意義を知り、実際に施行出来る。

安全に配慮して実習を行うことができる。

テキスト・教材
参考図書

1）新・徒手筋力検査法　原著第9版　共同医書出版
2）骨格筋の形と触察法　改訂第2版　大峰閣　　3）基礎運動学　第6版　医歯薬出版株式会社

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

運動機能検査　筋力　総論（臨床技能と検査技術）
教科書の予習をしておく。

肩関節における筋力検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

OSCE（客観的臨床技能試験：上肢）
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

股関節運動における筋力検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

膝関節・足関節運動における筋力検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

肘関節・手関節における筋力検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

上肢：その他の検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

OSCE（客観的臨床技能試験）　総論
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

頸部・体幹における筋力検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

国家試験対策（徒手筋力検査法に関する問題）①
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

国家試験対策（徒手筋力検査法に関する問題）②
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

下肢：その他の検査
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

OSCE（客観的臨床技能試験）　総論 教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

OSCE（客観的臨床技能試験：下肢）
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

評価割合

定期試験（筆記） ◎ 〇 ◎ 80%

まとめ
教科書の予習をしておく。
授業資料のまとめを復習しておく。

(1)授業の中で小テストを5回実施する。　(2)レポートを数回実施する。　(3)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

20%小テスト 〇 〇

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実施年度 ２０２０年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

理学療法士として
病院に勤務

科目名 運動療法学Ⅰ
科目名（英） therapeutic  exercise

単位数 １単位 時間数 30時間 担当者 山口　寿・山下 慶三

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要
リハビリテーション医学において、理学療法は治療的側面が物理療法と運動療法に大別される。理学
療法は本来治療医学に属し、物理的手段を用いた治療法を特徴とする。運動を通しての理学療法の
効果も含め実技多く取り入れ実践的な授業を行っていく。

授業形式 講義： △ 演習： 実習： 実技： ○ ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

理学療法における運動療法の位置づけ、歴史的背景を説明できる。

運動療法の定義、目的、種類を説明できる。

筋力、筋持久力低下に対する評価と治療の理論を説明し実践できる。

テキスト・教材
参考図書

教科書：　1）市橋則明：運動療法学　障害別アプローチの理論と実際．文光堂

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

運動療法概論 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

関節の構造の復習
 関節の構造・伸びる組織・伸びにくい組織・拘縮と強直

小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
ＩＣＦの構造について復習しておくこと。

伸張運動②：下肢 ハムストリングス・大殿筋・大腿四頭筋
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

伸張運動③：下肢 下腿三頭筋・股関節内転筋群 他
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

伸張運動②：体幹・頸部
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

 関節可動域運動の実際
関節可動域運動の種類と目的・ 伸張運動の生理学的機序

小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
関節の種類と構造について復習しておくこと。

他動関節可動域運動　上肢・下肢
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
筋の構造と機能について復習しておくこと。

伸張運動①：伸張運動の生理学的機序・実際
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

関節モビライゼーション②：実際　　下肢
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

関節可動域測定結果の解釈とアプローチの実際①
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

関節可動域測定結果の解釈とアプローチの実際②
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
授業内容を振り返り、疑問を整理しておくこと。

伸張運動③：上肢 筋肉の走行と伸張方法
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

関節モビライゼーション①：目的・方法
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

関節モビライゼーション②：実際　　上肢
小テスト、デイリーノートを復習し確認しておくこと。
配布資料を事前に読んでおくこと。

評価割合

定期試験（筆記） ○ ○ ◎ ○ 60%

まとめ 動画撮影した実技内容を学生間で練習し実技試験
に臨むこと。

(1)各授業内容の振り返りとしてデイリーノートを提出する。　　(2)各単元のまとめとして小テストを実施す
る。
(3)定期試験（実技、筆記）を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報
知的技

能
運動技能 態度・意欲 その他

20%

小テスト ◎ ◎ 20%

定期試験（実技） ◎ ◎

履修上の注意 定期試験には実技試験も含みます。

評価方法



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

対象学科・学年 理学療法学科　1年

授業概要

１．「ADLの概念と範囲」を説明できる。
２．「ADLの評価」の意義・目的・実施方法を理解する。
３．補装具の名称、部位の名称、機能、用途が説明できる。
４．基本的動作の介助方法（全介助）について説明できる。

授業形式 講義： ○

実施年度 2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

理学療法士として病院に勤務

演習： 実習： 実技： 〇 ※　主たる方法：○　　その他：△

科目名 日常生活活動学Ⅰ

科目名（英） Activities　of　daily　living

単位数 1単位 時間数 30時間 担当者 松岡　美紀

学習目標
（到達目標）

目標

日常生活活動学の概念、範囲、項目、理学療法の中での位置づけを説明できる。

日常生活活動学とＩＣＦ、日常生活活動学とQOLのそれぞれの関係を説明できる。

日常生活活動学の評価について理解し実践できる。

日常生活活動学における補装具の種類と活用法について理解し実践できる。

日常生活活動学における基本動作を指導できる。

テキスト・教材
参考図書

教科書：1)細田多穂：日常生活活動学テキスト、第2版．南江堂

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

理学療法におけるADLの位置づけ・概念・範囲 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

QOLの概念・IL運動の概念・ADL指導（ICFとICIDH・「できる ADL」 と 「しているADL」 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

FIMとBarthel index 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

基本動作　立ち上がり、移乗の指導

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

基本動作　意義、目的、臥位、寝返りの指導

実技

評価の意義・目的、評価基準、尺度・評価に際しての留意点・実用性の考え方 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

量的評価と質的評価、動作観察・分析とその実際 小テスト① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

FIMとBarthel index 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと。

中間テスト

実技

補装具　　杖、歩行器

国家試験問題を整理しておくこと

国家試験問題と解説 国家試験問題を整理しておくこと

基本動作　寝返りの指導

実技

実技

基本動作　起き上がりの指導 実技

評価割合

国家試験問題と解説

定期試験（筆記） ◎ ◎ 〇 〇 80%

全体復習、試験対策 授業内容を振り返り、内容を整理しておくこと。

(1)各授業内容の振り返りとして課題ノートを提出する。　　(2)前半のまとめとして中間テストを実施する　　　(3)
定期試験（筆記）を実施する。成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とす
る。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

20%中間テスト ◎ ◎ 〇

履修上の注意
定期試験には実技テストも含まれます

評価方法



専門学校麻生リハビリテーション大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

(1)授業の中で小テストを実施する。　（2）授業の中で中間テストを実施する。
(3)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験（筆記/実技） ◎

中間テスト ◎ ○ 20%

温熱療法②（温熱療法の生理学的作用）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

温熱療法④（超短波・極超短波）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技： △

シラバス、期末試験範囲の確認

物理療法導入（水治療法実践）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

物理療法概論・物理療法の分類
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

水治療法①（水の物理的特性・生理学的作用・適応・禁忌）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

物理療法の適応の多い病態①（炎症・組織修復）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

国家試験問題
これまでの授業資料のまとめを復習しておくこと

○ ○ 80%

まとめ
これまでの授業資料のまとめを復習しておくこと

科目名 物理療法学Ⅰ

科目名（英） Physical Agents

単位数

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

吉田秀樹 編：Cross link理学療法学テキスト　物理療法学

温熱療法③（ホットパック・パラフィン）

対象学科・学年 理学療法学科　１年

授業概要
物理療法の定義や分類を学習し、理学療法における物理療法の位置づけを理解する。また物理療法で適応の多い炎症、それらに対する
物理療法の考え方を学ぶ。温熱・寒冷・水治療法の特性・生理学的作用を学び、適切な使用方法を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

寒冷療法①（概論・寒冷療法の生理学的作用）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

寒冷療法②（寒冷療法実技）
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

中間テスト
これまでの授業資料のまとめを復習しておくこと

温熱療法①（概論・熱物理学）

理学療法における物理療法の位置づけを理解し説明できる。

物理療法の適応の多い病態について理解し説明ができる。

各物理療法の種類・定義・目的を説明することができる。

各物理療法の治療効果、適応、禁忌の説明ができ、適切に実施できる。

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション・物理療法導入（機器体験）

○

温熱療法⑤（超音波）

1 時間数 30時間 担当者 仲吉　功治・熊丸 真理

2020年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

理学療法士として病院勤務


